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百
貨
底
出
張
販
賓
存
績
の
傑
件

第
間
十
巻

ヘ
九
四

第
五
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百
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応
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張
販
貰
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僚
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目

二
、
軒
目
附
傑
件
決
定
山
枚
本
的
一
見
地
一
軒
崎
町
政
策
的
丸
山
市
聞
と
判
曾
政
策
的
見
地
一
一
枇
曾
機
能
心
札
地

一
二
、
百
貨
府
出
張
版
責

ω枇
曾
的
機
能
一
地
方
的
需
要

ω充
足
性
二
季
節
的
需
要
の
充
足
性

攻
~
一
品
、
百
貨
府
出
張
販
責
に
劉
す
昌
一
統
制
制
態
寸
百
貨
底
出
張
一
服
申
賀
川
放
日
空
間
と
金
騒
論
(
以
上
本
政
以
下
攻
批
)
斗
百
貨
巾
抽
出

一
様
販
費
制
限
論
三
商
品
種
類
制
限
論
の
長
所

F

回

、

結

論

百
貨
肱
の
出
版
奴
買
は
百
貨
府
商
業
組
合
の
規
約
に
於
一
ー
も
原
則
と
し
で
行
は
れ
き
る
事
ー
と
な
っ
た
。
元
来
百
貨
肱
心
出
町
出
版
貰
に
闘
し
て
は
、

殆
ん
ど
聞
学
問
的
研
究
の
一
見
る
八
る
さ
も
の
無
〈
、
稀
に
之
を
口
に
す
る
者
も
・
多
〈
ば
、
単
な
る
常
識
論
に
過
ぎ
千
、
車
純
に
、
之
が
全
昨
日
を
以
て
社

合
的
に
好
ま
し
き
所
と
考
へ
た
。
然
し
松
は
曾
て
蓮
ベ
た
如
川
、
、
百
貨
応
出
張
販
責
の
全
廃
を
以
て
必
中
し
も
枇
曾
的
に
望
土
し
き
所
主
は
信
じ
な

い
。
叢
し
百
貨
底
の
出
刊
出
版
責
は
そ
の
一
知
所
と
共
に
、
叉
極
め
て
多
く
の
社
合
的
長
所
を
持
つ
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
Z
れ
ば
問
題
は
知
何
に
し

て
こ
れ
が
短
所
を
抑
へ
、
そ
の
長
所
を
資
輝
せ
し
LU
べ
き
か
に
あ
る
わ
げ
で
ゐ
る
。
私
の
本
論

ω
目
的
ば
百
貨
府
出
張
版
賢
は
、
如
何
な
る
範
聞
に

於
て
そ
の
存
摘
を
許
容
せ
ら
る
べ
き
ゃ
に
就
い
て

ω研
究
に
し
て
、
以
て
百
貨
府
統
制
の
基
礎
的
考
察
に
資
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
。

-
、
存
績
憶
件
決
定
の
根
本
的
見
地

百貨底の出張!!f:{貨と中小小責J;5の問題(，[11査研究昭和九年二月就)
植民地都市に於11品百貨底の近情f都市開胞昭和九年六月披)
百貨腐の出張版賀正中小小責腐の問題
百貨腐の向張販貰l二謝する地方の反響/約勧雑務昨F究昭和丸年六月 .w，1i:) 
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我
等
が
一
般
に
百
貨
庖
問
題
等
を
取
扱
ふ
に
際
し
、
第
一
に
注
意
す
べ
き
事
は
、
論
者
が
如
何
な
る
根
本
的
見

地
よ
り
該
問
題
研
}
考
察
し
つ
〉
あ
る
か
を
先
づ
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
事
で
あ
る
。

一
、
鰹
漕
政
策
的
見
地
と
祉
曾
政
策
的
見
地
普
通
論
議
さ
る
、
所
を
見
る
に
、
経
漕
政
策
乃
至
は
生
産
政
策
的

見
地
よ
り
の
考
察
と
枇
曾
政
策
的
見
地
よ
り
の
考
察
と
も
一
五
ふ
べ
き
る
の
に
分
ち
考
へ
る
事
が
出
来
る
つ
前
の
見

解
は
岡
家
又
は
枇
舎
の
経
済
的
援
展
を
中
心
と
し
て
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
見
地
に
立
つ
限
り
、
大
資
本
の

小
資
本
一
樫
迫
の
如
き
は
現
在
枇
舎
に
於
い
て
は
必
然
的
な
色
の
で
あ
り
、
寧
ろ
一
ぞ
の
助
長
濯
進
を
こ
そ
望
め
、
こ

れ
を
抑
制
阻
止
す
る
が
如
き
改
経
済
的
援
展
を
停
滞
せ
し
め
、
枇
合
円
的
能
率
を
減
損
す
る
結
果
・
と
な
る
。
よ
ろ
し
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姐寸
j
r
~
レ
ヒ
己
コ
う

t
q
z
町
内
"
こ
司

t
r刀記
f
Jて

仁

H
r
t
L
P
K
Z
w
t
fし
・
旬
I
4
v一ノ

U

l
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J

d

L

一

1
1
J

J
E
ず

5
乃
で
わ
る
戸
、

ヨ

(

首

{

J

成
程
こ
れ
は
軽
油
開
主
義
に
合
致
し
、
経
済
的
能
率
を
高
む
る
結
果
土
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
こ
れ
が
果
し
て

枇
命
全
世
の
掴
枇
を
驚
す
結
果
と
な
る
で
あ
ら
う
か
。
者
し
そ
れ
が
如
何
に
経
済
的
能
率
の
増
進
と
な
ら
う
と
も

枇
曾
全
般
の
幅
一
枇
と
な
ら
.
ざ
る
限
り
、
決
し
て
採
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
-h

に
枇
命
日
政
策
的
見
地
の
生
れ
る
根
嬢

が
あ
る
っ
こ

ω見
地
に
立
つ
者
法
中
産
暗
級
の
存
在
を
以
て
、
階
級
闘
争
の
緩
街
地
帯
な
り
と
な
し
、
若
し
こ
れ

伽
一
…
か
り
せ
ば
会
枇
A
m
け
は
こ
大
階
級
の
卦
立
と
な
り
、
階
級
闘
争
は
盆
ミ
激
化
し
、
枇
曾
全
般
の
一
繭
枇
は
害
せ
ら
る

べ
く
、
結
局
、
由
主
貰
な
る
枇
舎
の
薮
展
は
期
待
出
来
な
い
と
な
す
。
然
し
こ
の
見
地
が
住
冷
不
合
理
の
擁
護
と
な

り
、
枇
ム
官
官
進
歩
阻
害
の
結
果
を
膏
す
事
ち
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

〈ニ)

枇
曾
機
能
の
見
士也

こ
の
見
地
に
於
て
は
一
の
枇
曾
的
存
在
は
そ
の
機
能
を
合
理
的
に
竣
却
し
つ
〉
あ
る
問

百
貨
府
市
川
取
版
質
事
績
の
傑
件

策
問
十
巻

パ
ヘ
九
五

第
五
加

0 
:JL 

小資I;lf封策の根本的見地(終替と経滞第二巻第二自主)谷口吉彦氏r) 



百
貨
腐
肉
張
版
画
宜
存
績
の
傑
件

第
五
時
現

O 

第
凹
十
巻

八
九
六

は
そ
の
存
績
を
要
求
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
例
へ
ば
小
責
庖
一
か
A
口
調
剖
的
な
機
能
を
後
輝
し
つ
、
三
の
る
部
面
に

於
て
こ
れ
を
座
迫
し
て
百
貨
底
の
繁
祭
を
助
長
せ
ん
と
す
る
が
加
さ
、
或
は
百
貨
庖
が
合
理
的
な
機
能
を
綾
部
し

つ
〉
め
る
部
面
に
於
て
不
A
口
理
且
非
題
持
的
な
小
貰
居
の
存
績
を
擁
護
ぜ
ん
と
す
る
が
如
き
は
共
に
不
可
な
り
ん
]

す
る
。
在
は
多
く
の
わ
が
闘
の
皐
者
と
共
に
こ
の
根
本
的
見
地
を
採
る
c

蓋
し
こ
の
見
地
は
先
の
粧
持
政
策
的
見

地
枇
命
日
政
策
的
見
地
に
も
矛
盾
せ
が
さ
φ

否
両
者
を
止
揚
せ
名
一
見
地
と
も
考
へ
る
事
が
出
来
る
が
.
こ
の
見
地
に

立
つ
者

2
雌
も
客
観
的
情
勢
に
際
じ
て
そ
刀
機
能
川
Ja

刻
ム
Y
E或
は
提
め
ら
れ
戎
は
快
め
ら
れ
つ
k

あ
る
事
全
忘
れ

で
は
な
ら
な
い
。
私
は
こ
の
場
合
、
考
察
の
便
誼
上
、
概
念
的
に
、
山
本
質
的
機
能
向
現
宜
的
機
能
向
附
随
的
機

能
に
分
ち
て
考
へ
る
事
を
趨
営
な
り
と
思
ふ
。
こ
冶
に
本
質
的
機
能
と
は
、
例
へ
ば
百
貨
底
が

m
円一
5
モ
E
m
c
o
D仕

連
鎖
庖
が
わ
O

ロ〈町口一向口叩向。
0
0
合
に
そ
の
特
徴
を
見
出
す
と
云
は
れ
て
居
る
如
〈
、

一
配
給
組
織
に
於
付
与
各
種

の
配
給
形
態
の
分
捨
す
る
特
徴
的
機
能
に
著
目
し
た
も
の
で
あ
ち
、

一
の
理
念
形
態
と
も
云
ふ
ぺ
き
も

ω
に
し
て

勿
論
こ
れ
は
現
賞
に
一
世
曾
乃
至
は
一
地
方
に
於
て
各
種
の
配
給
形
態
の
分
携
す
る
機
能
(
現
質
的
機
能
)
そ
の
も
の

と
は
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
去
は
Y
現
貫
に
各
祉
舎
各
地
方
に
於
て
分
権
き
れ
つ
う
あ
る
共
通
の
特

償
的
機
能
を
抽
象
し
た
・
も
の
で
.
例
へ
ば
連
鎖
底
の
機
能
は
斯
や
で
あ
り
、
通
信
販
買
の
機
能
は
斯
々
で
あ
る
と

云
つ
で
も
、
現
貫
に
は
、
連
鎖
底
遁
信
販
買
の
未
臨
味
違
な
地
方
に
於
て
は
、
必
Ar
し
色
合
理
的
で
は
な
い
に
せ
よ

他
の
形
態
に
よ
り
分
轄
さ
れ
ね
ば
な
ら
子
、
中
間
商
人
の
不
必
要
を
叫
ん
で
そ
の
機
能
の
消
滅
ぜ
る
事
を
説
い
て

も
、
向
現
在
で
は
、
そ
の
存
績
を
必
要
と
す
る
地
方
も
あ
る
事
は
否
定
出
来
な
い
わ
け
で
、
本
質
的
機
能
必
宇
し

2) 谷 口吉彦氏前掲論文 Ottl::' l'::ytzingeT， Wnrenlla廿~ und Spezialge~chäft 
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も
現
貫
的
機
能
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
例
令
そ
れ
は
相
調
的
な
も
の
で
は
あ
る
に
せ
よ
、

一
一
脂
次
¢

如
く
云
ふ
事
が
出
来
る
。
我
等
は
そ
の
本
質
的
機
能
に
於
て
は
比
較
的
固
定
性
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
現
宜
的

機
能
は
客
観
的
情
勢
に
鷹
じ
て
或
は
狭
め
ら
れ
或
は
庚
め
ら
れ
つ
冶
あ
る
と
o

こ
、
一
に
附
随
的
機
能
と
は
、
例
へ

ぱ
小
貰
商
人
は
一
般
に
配
給
組
織
に
於
け
る
小
貰
分
野
の
分
措
者
で
あ
る
が
、
他
面
彼
等
を
そ
の
枇
曾
的
地
位
よ

り
見
れ
ば
、
一
世
舎
の
中
産
階
組
と
し
て
、
一
枇
舎
の
中
墜
を
構
成
し
、
所
謂
階
級
闘
争
の
緩
街
地
帯
を
構
成
し
て

居
り
、
こ
れ
は
小
寅
商
業
の
特
殊
的
意
義
よ
り
必
然
的
に
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
く
配
給
上
に
於
け
る
本
質
的

乃
至
は
現
質
的
機
能
に
附
随
し
て
、
同
捜
的
に
一
一
枇
舎
に
於
で
巣
し
つ
〉
の
る
機
能
を
指
す
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
か
く
各
配
給
形
態
の
機
能
合
一
一
一
つ
に
介
も
で
考
へ
芯
市
中
は
果
し
て
如
何
な
る
武
裁
を
も
つ
も
の
で
あ
向
。

か
。
私
は
そ
こ
に
大
き
な
小
貫
居
針
策
上
の
根
接
又
は
方
向
を
見
出
す
事
が
出
来
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
私
の
主

張
は
こ
う
で
あ
る
。
我
等
の
劃
策
の
根
擦
は
一
臆
は
各
配
給
形
態
の
現
寅
的
機
能
を
認
め
る
と
共
に
、
他
両
こ
れ

を
可
及
的
に
そ
の
本
質
的
機
能
に
近
寄
ら
し
む
る
姑
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
と
。
小
貰
底
の
未
義
蓬
な
地
方
で
、

小
貰
府
の
機
能
ま
で
も
百
貨
府
や
産
業
組
合
が
代
行
し
て
ゐ
る
地
方
で
は
、
速
仁
小
貫
府
の
毅
蓮
寺
佐
助
長
し
て
、

そ
の
機
能
を
彼
等
に
奪
ひ
返
さ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
一
世
舎
の
世
舎
制
度
法
律
闘
係
が
各
配
給
形
態
の
合
理

的
機
能
義
輝
の
匝
害
と
な
っ
て
ゐ
る
な
れ
ば
、
そ
れ
を
取
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
考
へ
る
時
に
、
私
は
従
来

保
守
退
嬰
的
と
か
受
動
的
と
か
非
難
さ
れ
た
枇
命
問
機
能
設
が
、
初
め
て
、
活
今
と
し
た
賞
践
的
根
擦
や
る
っ
た
能

動
的
な
皐
設
と
し
て
成
立
つ
事
が
出
来
る
と
思
ふ
。

百
貨
応
出
張
奴
資
存
績
の
傑
件

八
九
七

第
五
時
制

第
間
十
此
世

.)河津;m著 中小農工商問題 -0二五[
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百
貨
出
抽
出
抜
販
責
存
績
の
傑
件

第
凶
+
品
世

え
九
八

戸ド

E
U仙

ヨコ
J

四
割

き
て
私
は
か
〉
る
見
地
に
立
っ
て
百
貨
庖
出
張
販
買
の
問
題
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
の
で
ゐ
る
が
、
こ
の
場
合

、、，/

必
然
問
題
と
な
る
の
は
、
什
百
貨
底
出
張
販
買
の
枇
合
同
的
機
能
は
果
し
て
存
在
す
る
か
、
若
し
存
在
す
る
と
せ
ば

如
何
な
る
部
両
に
見
出
さ
れ
る
か
、
今
日
の
百
貨
庄
の
出
張
販
責
は
他
の
配
給
形
態
(
特
に
小
責
広
)
の
機
能
を
侵
害

¥
hノ

し
っ
、
〉
あ
る
が
。
ロ
畑
何
に
し
て
ぽ
貨
庖
出
張
版
資
に
合
四
川
崎
機
槌
を
後
輝
せ
し
り
る
と
共
に
他
の
小
責
形
態
の

〆，
E
E

、

機
能
の
侵
袖
干
を
乞
防
止
す
ベ
、
き
安
竺
きA

己
乙
か
の
諸
鮎
に
な

jσ
円

ηけ
れ
ぱ
な
ら
な
い

O

以
下
と
れ
等
の
一
問
題
に
就
い
て
首
察
す
る
い

H

什に

し
よ
う
c

二
、
百
貨
唐
出
張
販
賓
の
粧
曾
的
機
能

ぎ
て
我
等
の
見
地
よ
り
百
貨
庇
問
題
伝
考
究
せ
ん
と
す
る
限
り
、

一
の
小
貰
形
態
の
合
理
的
に
後
輝
す
べ
き
機

能
，
か
那
迭
に
あ
る
か
を
研
究
す
る
事
は
極
め
て
必
要
な
事
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

然
ら
ば
私
は
百
貨
庖
出
張
販
責

の
枇
曾
的
機
能
を
如
何
な
る
馳
に
求
め
ん
と
す
る
か
。
こ
の
黙
に
闘
す
る
所
見
は
曾
て
私
も
述
べ
て
お
い
た
所
で

あ
る
が

U

今
論
理
進
展
の
必
要
上
こ
冶
に
簡
単
に
考
察
せ
ん
に
、
要
す
る
に
私
は
百
貨
庖
出
張
販
買
の
本
質
的
な

世
命
日
機
能
を
地
方
の
季
節
的
需
要
の
充
寅
に
あ
り
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
に
二
つ
の
標
識
が
問
題
と
な
る
。

-
地
方
的
需
要
の
充
足
性
百
貨
庄
の
出
張
販
貰
は
地
方
の
需
要
を
充
賞
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
今
日
出
張
販

賓
の
獄
担
を
見
る
に
、
市
内
誼
に
郊
外
出
張
も
屡
ミ
行
は
れ
て
居
る
が
、
私
を
以
て
せ
ば
斯
の
如
き
は
出
張
販
貰

の
本
質
的
機
能
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
c

蓋
し
百
貨
底
は
顧
客
を
自
庇
に
吸
引
す
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
を
持
つ

百貨府出張販賓の本質(絞:四千論叢昭和九年穴J!獄)拙稿



も
の
で
あ
っ
て
、
百
貨
庖
所
在
の
市
内
誼
に
近
郊
に
於
て
は
寧
ろ
顧
客
が
百
貨
庇
に
赴
〈
事
が
で
き
、
敢
て
百
貨

底
の
出
張
佐
待
た
や
と
色
十
分
に
そ
の
需
要
を
充
す
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
か
〉
る
郊
外
及
び
市
内
出

張
に
於
て
は
、
そ
の
取
扱
品
色

p
r。
宅
一
=
向
。
。
。
巳
回
目
よ
り
も
寧
ろ
食
糧
品
・
日
用
品
・
雑
貨
類
等
が
主
で
あ
る

が
、
か
、
〉
る
商
品
な
れ
ば
敢
て
百
貨
庇
の
出
張
を
待
つ
の
必
要
な
く
地
方
小
責
庖
に
で
も
十
分
そ
の
需
要
を
充
し

得
る
所
で
あ
る
。
百
貨
庖
出
張
販
責
が
地
方
の
需
要
を
充
貫
す
る
も
の
で
あ
る
事
は
叉
出
張
販
貰
説
明
展
の
原
因
を

一
顧
す
れ
ば
容
易
に
了
解
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
経
普
者
の
側
よ
り
見
れ
ば
、
今
日
中
小
都
市
ま
で
定
住
居

輔

ee設
け
る
事
は
そ
の
設
立
維
持
の
経
費
に
到
底
耐
え
ゴ
る
所
で
あ
る
が
、

一
方
地
方
消
費
者
の
側
よ
り
見
れ
ば

そ
の
漸
次
的
資
本
主
義
化
と
と
も
に
百
貨
府
へ
の
憶
保
の
嶋
大
と
な
る
わ
け
で
、

h
r
h
る
支
八
万
古
設
置
刀
和
久
口
頭

性
と
消
費
者
の
欲
求
の
増
大
の
問
に
於
け
る
隔
離
を
克
服
す
る
た
め
に
生
れ
仁
の
が
今
日
の
百
貨
底
出
張
版
画
貝
な

り
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
き
れ
ば
百
貨
唐
の
出
張
版
責
は
地
方
に
於
て
こ
そ
始
め
て
そ
の
合
理
的
機
能
念
竣
輝
し

得
る
所
に
し
て
、
か
の
市
内
誼
に
郊
外
出
張
の
如
き
は
全
て
そ
の
本
質
的
機
能
に
属
せ
な
い
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ

ニ
章
罰
的
需
要
の
充
足
怯

め
る
。

百
貨
底
の
出
張
販
責
は
地
方
の
定
期
的
需
要
特
に
季
節
的
需
要
を
充
賞
す
る
・
も
の
で

ヒ

Y

ジ
ユ
教
授
は
百
貨
底
の
園
民
麗
樺
的
意
義
を
論
じ
て
、
そ
一

ω季
節
的
需
要
の
調
節
佐
を
あ
げ
、
キ
ツ

チ

シ

グ

Y
兵
は
こ
れ
に
劃
し
小
買
庖
の
枇
合
同
機
能
を
消
費
者
に
近
接
し
て
日
常
一
需
要
偶
臨
時
的
需
要
を
充
し
得
る
勅

に
求
め
て
ゐ

ι。
私
は
百
貨
庖
出
張
販
責
の
配
給
組
織
の
分
業
上
に
於
げ
る
機
能
を
地
方
の
季
節
的
需
要
の
充
貫

に
あ
り
と
考
へ
る
。
こ
れ
は
百
貨
庇
の
持
つ
特
性
と
出
張
販
責
の
持
つ
特
性
よ
り
来
る
。
出
張
販
責
は
短
期
一
時

百
貨
鹿
島
混
販
車
既
存
視
の
際
件

事
庄
市
北

弔
問
卜
瞥

-
九
九
九

よ岡貞夫郎氏商工 経 管 七 三頁
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百
貨
届
出
張
販
賓
存
績
の
傑
件

第
四
十
巻

丸

O
O

第
五
教

V!1 

的
な
も
の
に
し
て
到
底
日
常
需
要
や
不
定
期
的
需
要
は
合
理
的
に
充
足
す
る
事
は
出
来
な
い
。
か
〉
る
機
能
は
キ

ッ
チ
ン
グ

Y
氏
も
一
耳
ふ
却
〈
、

日
常
消
費
者
に
近
接
す
る
小
貰
庖
に
よ
り
最
も
よ
く
殺
輝
さ
れ
る
志
の
で
あ
る
。

然
る
に
一
方
百
貨
庖
出
張
販
買
の
最
も
得
意
と
す
る
定
期
的
需
要
特
に
季
節
的
需
要
の
如
き
は
需
要
の
費
動
よ
り

帝
都
る
業
務
の
繁
闘
の
た
め
到
底
小
責
専
門
庄
で
は
合
理
的
に
充
す
事
は
出
来
な
い
。
h
r

、
〉
る
業
務
は
百
貨
屈
が
之

念
行
ム
時
は
、
百
貨
府
は
凡
百
の
商
品
含
収
扱
ひ
ヒ

y
u
v
ユ
敬
投
も
力
説
し
て
居
る
如
く
ぞ
の
季
節
的
業
務
の
繁

同
調
節
機
能
は
十
分
之
を
備
へ
て
居
る
聞
係
上
、
よ
〈
合
理
的
に
充
寅
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

消
費
者
の
側
よ
り
見
て
も
、
日
常
需
要
や
偶
後
的
需
要
を
充
す
た
め
に
は
、
出
張
販
責
で
は
短
期
一
時
的
な
闘
係

一
面
之
を

上
.
甚
だ
不
便
で
あ
り
、
小
責
庇
の
如
き
定
住
底
輔
の
存
在
日
か
要
求
さ
れ
る
が
、
季
節
的
需
要
の
如
き
に
あ
り
で

は
、
敢
て
定
住
居
輔
な
〈
と
も
百
貨
庄
の
出
張
の
如
、
き
で
充
き
る
冶
に
殆
ん
ど
不
便
ぞ
戚
ぜ
な
い
の
で
め
る
。
今

日
百
貨
庖
の
出
張
版
買
が
そ
の
取
扱
商
品
の
各
種
商
品
に
一
旦
る
結
果
、
特
に
そ
の
岡
政
策
等
の
七
め
、

日
用
品
や

食
糧
品
の
如
き
を
取
扱
ふ
小
責
庖
迄
も
疲
暁
渡
落
の
淵
に
あ
る
は
、
世
合
的
に
甚
だ
寒
心
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て

在
を
以
て
せ
ば
、
期
の
如
き
は
、
百
貨
庖
出
張
販
買
の
本
質
的
機
能
を
殺
粧
す
る
所
以
で
は
な
い
と
思
ふ
じ

百
貨
応
出
張
販
買
の
本
質
的
な
一
枇
命
日
機
能
は
以
上
の
如
〈
で
あ
る
。
そ
し
て
な
の
立
場
に
立
つ
限
り
.
こ
の
百

貨
庖
出
張
販
買
の
一
祉
命
日
機
能
を
如
何
に
し
て
後
揚
す
べ
き
か
Y
問
題
で
あ
る
。
小
貫
庖
の
行
ふ
べ
き
機
能
を
百
貨

庄
が
行
っ
て
ゐ
る
な
れ
ば
小
頁
底
を
援
助
し
て
そ
の
機
能
を
奪
還
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
百
貨
庖
の
合
理
的
に

行
ふ
べ
き
機
能
を
過
剰
な
中
産
階
級
政
策
の
た
め
小
貫
底
そ
の
他
の
配
給
形
態
が
行
っ
て
居
る
地
方
な
れ
ば
、
か



う
る
障
害
は
却
っ
て
取
除
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
私
は
然
ら
ぱ
如
何
に
し
て
百
貨
庖
出
張
販
責
誼
に
地
方
小
吏

庖
の
機
能
を
会
理
的
に
薮
輝
せ
し
な
べ
き
か
の
問
題
に
就
い
て
一
考
し
、
従
来
の
百
貨
底
出
張
販
責
劃
策
と
考
へ

ら
れ
し
・
も
の
に
就
い
て
批
判
し
て
見
た
い
。

一
、
百
貨
居
の
出
張
販
責
巳
劃
す
る
統
制
形
態

円
、
百
貨
唐
出
張
販
置
の
放
任
論
と
金
贋
論

A
、
枇
任
論

出
張
版
買
に
到
す
る
子
部
を
否
定
す
る
も
の
は
、
主
と
し

τ、
軽
油
開
政
策
的
見
地
に
立
つ
者
に

よ
り
説
へ
ら
れ
る
所
で
あ
る
c

吹
山
し
政
等
・
か
彼
等
と
立
場

'r異
F

川
ず
る
事
ま
'
仁
志
乃
d
y

刷
く
で
あ
っ
て
叩
市
川
第
一
)
孔
ド
.

(

h

J

M

1

f

、

(

司

刊

イ

町

一

(

て
問
題
と
な
る
鮪
は
百
貨
庖
の
出
張
販
賓
が
他
の
小
貫
形
態
の
合
理
的
仁
後
輝
す
べ
き
機
能
ぞ
侵
蝕
せ
り
や
否
や

の
到
に
あ
一
る
。
百
貨
庖
出
張
販
責
問
題
は
主
と
し
て
地
方
小
貫
庖
と
の
闘
係
に
於
て
起
つ
に
色
の
で
あ
る
か
ら
今

問
題
を
こ
の
黙
に
主
眼
を
置
い
て
見
る
に
、
こ
れ
に
卦
し
小
貰
庇
の
機
能
は
既
に
消
滅
せ
り
と
設
〈
者
が
あ
る
。

彼
等
の
一
去
ふ
如
く
、
刊
訂
し
小
寅
山
加
が
慨
に
説
明
却
す
べ
き
機
能
を
失
ひ
多
く
の
部
面
に
於
て
百
貨
応
に
よ
り
令
理
的

に
代
置
さ
れ
得
る
な
れ
ば
、
小
頁
底
保
護
策
の
如
、
さ
は
採
る
を
得
点
r
、
出
張
版
資
の
如
き
ち
放
任
否
寧
ろ
助
長
策

を
構
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ぱ
今
日
小
寅
応
の
合
理
的
に
就
寝
絡
す
べ
き
機
能
は
慨
に
消
滅
せ
り
と
見
る
引

が
出
来
る
か
ど
う
か
。
小
責
庄
の
義
輝
す
べ
き
機
能
を
消
滅
せ
り
と
な
す
論
者
は
次
の
諸
鈷
を
邸
中
H
U
o

山
今
日
の

小
責
庖
の
纏
替
上
に
於
げ
る
非
科
皐
性
非
合
理
性
は
到
底
改
良
の
館
地
な
く
・
屡
ミ
設
へ
ら
一
る
冶
協
同
動
作
に
よ

百
貨
応
出
張
版
責
存
戚
の
傑
件

第
四
十
巻

九
O 

第
五
批

-:h~ 
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百
貨
庖
出
法
服
寅
存
績
の
傑
件

第
四
十
巻

九
O 

第
五
披

ー
ム

ノ、

る
そ
れ
も
到
底
貫
現
は
期
待
出
来
な
い
。
間
小
貨
市
胞
の
受
持
つ
べ
き
唯
一
の
分
野
と
も
見
る
べ
き
日
用
日
間
に
あ
ち

て
も
、
小
資
居
よ
り
色
遁
に
合
理
悼
を
期
待
出
来
る
消
資
組
合
の
侵
触
が
あ
り
到
底
存
立
の
徐
地
は
な
い
。
凡
同
小

日
目
底

ω所
得
ぞ
勤
努
所
得
と
み
.
勤
勢
所
得
と
し
て
の
祉
合
的
存
在
意
義
を
要
求
し
、
そ
の
保
護
を
主
民
す
る
説

も
寧
ろ
成
意
味
で
は
資
本
所
符
L}ι
目
見
る
べ
き
分
子
の
多
い
今
日
の
小
一
一
民
活
の
現
獄
仁
於
て
は
採
る
を
得
な
い
。

更
に
伸
小
寅
庇
を
吐
舎
の
中
堅
と
し
て
之
が
保
護
営
要
求
す
る
も
の
も
め
み
が
、
中
産
階
級
で
め
る
唱
は
必
す
し

l

l

i

1

4

1

1

)

t

l

:

[

-

3

:

l

b

作

に
が
等
L
P
件
山
口
仁
川

2
2
1
M
mを
も
寸
る
千
百
キ
志
知

聞
で
あ
り
、
第
二
に
彼
等
の
非
道
徳
性
は
我
等
の
日
常
見
る
所
で
あ
一
る
。

勿
論
以
上
は
主
と
し
て
消
費
組
合
の
小
貢
庇
機
能
侵
蝕
を
静
護
ぜ
ん
と
す
る
者
の
論
子
る
所
で
あ
る
が
、
今
日

小
寅
底
の
機
能
が
既
に
消
滅
せ
り
と
せ
ば
百
貨
庄
の
出
張
販
買
も
亦
異
る
説
角
よ
り
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し

て
百
貨
庖
叉
は
消
費
組
合
に
よ
り
小
責
底
の
杢
機
能
が
十
分
代
置
し
得
ら
る
冶
な
れ
ば
、
我
等
の
見
地
に
於
て
-B

小
責
庖
保
護
策
の
如
、
百
或
は
反
百
貨
底
運
動
反
産
運
動
の
知
き
は
営
然
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
こ
の
設

が
私
の
所
謂
現
宜
的
機
能
に
著
目
し
た
も
の
か
本
質
的
機
能
に
著
目
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
兎
に
角
何

れ
に
せ
よ
、
私
は
小
責
庖
の
枇
合
機
能
を
ぞ
然
消
滅
せ
り
と
す
る
設
に
は
賛
同
出
来
な
い

rd

け
ん
1

日
の
小
責
庄
の

経
経
由
改
善
も
或
程
度
不
可
能
で
な
い
と
思
ふ
。
又
論
者
の
云
ふ
如
〈
小
貞
庖
相
互
の
競
宇
志
識
の
刺
烈
性
を
以
て

共
同
動
作
に
よ
る
大
資
本
へ
の
劃
立
公
否
定
す
る
見
方
も
、
イ
多
く
は
自
己
の
固
定
的
顧
客
屠
を
有
す
る
今
日
の

3

、yJ

小
貰
庖
に
と
っ
て
は
必
十
し
も
不
可
能
で
は
な
く
、
特
に
ん
い
彼
等
を
一
般
的
に
脅
や
か
す
脅
畏
の
前
に
手
を
携
え

本tiL出鮮男長 島iJ掲論文二九頁
拙拡 ソ ン ノ Jレト教授の百貨底観(稲部論叢昭和七]F九}H!k)
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て
嘗
る
市
計
等
は
極
め
て
可
能
性
が
多
い
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
札
c

小
貞
広
組
人
口
の
新
設
耐
庖
街
の
建
設
共
同
百
貨
庖

の
設
立
自
由
連
鎖
府
の
結
成
等
b
は
か
、
る
事
寅
を
賓
謹
し
て
除
り
あ
旬
、
か
く
共
同
動
作
に
よ
る
経
符
の
改
善

に
よ
り
或
部
面
で
は
他
の
小
頁
形
態
以
上
の
機
能
を
綾
部
ず
る
事
も
出
来
る
と
思
ふ
。
向
又
強
ひ
で
百
貨
府
消
賓

組
合
等
に
小
責
庖
の
機
能
を
代
行
せ
し
め
よ
う
と
し
て
も
、
元
来
こ
れ
等
の
磯
展
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
そ

の
間
間
隙
の
後
生
は
止
か
を
得
な
い
。
開
小
貫
応
は
資
本
家
階
級
で
あ
る
と
同
時
に
勢
働
階
級
で
も
あ
る
。
今
日

の
小
責
広
の
捗
働
は
指
揮
労
働
が
主
で
あ
り
、
彼
等
は
結
局
資
本
家
階
純
で
あ
る
と
す
る
説
は
小
買
山
の
開
業
的

山
布
市
に
錐
り
け
る
も
支
持
し
得
ら
れ
や
、
寧
ろ
私
の
州
〈
、
資
本
家
階
級
で
あ
り
同
時
に
勤
労
階
級
な
り
と
す
る
の

い
か
よ
り
袋
鵠
の
村
仁
川
叫
は
れ
る
c

烈
る
限
り
紅
州
側
約
就
に
抗
向
山
と
し
て
、
階
紛
院
併
の
紘
和
地
花
と
し
て
相
以

て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ふ
o

川
内
小
頁
庖
が
一
世
舎
の
中
堅
な
ち
と
の
意
識
を
有
す
る
や
否
や
は
問
題
で
な

く
、
問
題
は
寧
ろ
今
日
小
貰
庖
が
然
る
働
を
な
し
て
ゐ
る
か
否
か
の
賄
に
あ
り
、
向
小
買
底
を
以
て
不
道
槙
的
な

存
在
と
す
る
事
も
亦
賛
成
出
来
な
い
。
否
寧
ろ
今
日
の
小
責
応
は
河
惇
博
士
も
指
摘
し
て
ゐ
る
如
〈
、
資
金
の
上

に
も
時
間
の
上
に
も
徐
裕
の
な
い
だ
け
に
そ
の
生
活
は
道
徳
の
規
範
を
逸
す
る
事
な
く
、
思
想
的
に
も
亦
健
買
で

あ
る
と
一
五
ふ
事
が
出
来
よ
う
の

以
上
技
等
は
小
貫
府
機
能
を
消
滅
せ
'
り
と
な
す
説
を
反
駁
す
る
事
に
よ
h
J
・
そ
の
設
の
支
持
し
得
ら
れ
ざ
る
本

を
明
か
に
し
た
o

勿
論
小
買
い
加
の
機
能
が
種
人
干
の
原
因
で
阻
害
き
れ
刷
局
迫
守
口
れ
る
引
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し

そ
れ
は
決
し
て
小
貫
庖
の
機
能
が
消
減
せ
る
十
引
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。
在
を
以
て
せ
ば
、
屡
ミ
の
ぺ
た
如
く

百
貨
府
出
張
販
責
存
績
の
傑
件

九
O
コ一

第
五
弦

ーヒ

第
四
十
巻

拙稿 jJH回収賞より見Tこる百貨J(g聾f小費用zの抗手(経済論議昭和八年十月続)
拙稿百貨屑の出張版責に謝する地方の反響
谷白書彦氏 小賀商業の分業土競争u，'!'百t¥i論議問平Ui¥. <9'-[-一月披)
河津逼著 中小農工商問題一四頁
河津;昆著直ÎI掲-_:T~頁
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百
貨
庖
出
版
版
責
存
続
の
傑
件

九
O
凹

ノt、

第
間
十
一
谷

第
五
放

各
種
小
寅
形
態
は
夫
Lr
自
己
の
最
合
理
的
な
配
給
領
域
を
持
つ
色
の
で
あ
り
、
小
資
応
の
機
能
含
消
滅
せ
り
と
な

す
滋
-B
採
る
を
得
な
い
と
共
に
、
例
令
消
滅
せ
り
と
す
る
も
、
之
含
以
て
一
方
的
に
百
貨
庖
な
ち
消
費
組
会
な
り

が
之
に
代
置
す
る
べ
き
も
の
で
色
な
い
と
忠
ふ
ロ
き
て
小
資
胞
の
一
機
能
が
未
だ
消
滅
せ
F
A
三
也
事
以
上
の
如
し
と
し

)

)

 

で
、
次
に
然
ら
ぱ
、
イ
小
貸
出
の
機
能
は
今
日
如
何
な
る
方
面
に
存
す
る
や
、
ロ
百
貨
市
出
張
販
資
は
小
寅
出
の

，a
目

、

、

，

d
z

・-、、

、，ノ

雌
能
を
侵
し
っ
、
あ
る
か
叉
侵
す
べ
き
色
の
な
り
や
否
や
の
閣
越
川
Y

常
然
旭
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
の
問
題
は
竹

(
 

℃
忍
も
桝
究
し
ピ
川
℃
あ
り
「
叫
ん
仇
-
t
h
司
清
と
専
門
山
崎
誌
崎
円
山
両
議
昭
和
一
八
位
九
月
枕
)
多
照
〕
肌
下
川
い
一
論
北
の
中
に
も
自
ら
明

こ
、
で
は
積
極
的
説
明
を
略
す
る
事
と
し
ロ
の
問
題
は
本
論
の
百
貨
庖
出
張
販
買
の

本
質
的
機
能
を
明
か
に
し
た
賄
で
一
一
懸
の
べ
て
置
い
た
所
で
あ
る
。
こ
う
で
は
各
種
配
給
形
態
は
犬
今
枇
命
日
機
能

か
に
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、

公
有
し
未
だ
何
れ
の
機
能
も
消
減
せ
る
も
の
に
め
ら
ゴ
る
事
を
問
円
か
に
し
‘
従
っ
て
之
を
放
任
し
て
、
百
貨
応
に

よ
り
小
寅
腐
の
械
能
ま
で
も
底
近
さ
れ
つ
〉
め
る
現
肢
を
挟
手
傍
視
す
る
を
得
な
い
所
以
を
明
か
に
し
た
。

B
、
金
鹿
論

百
貨
、
底
出
張
販
貰
を
人
h

〈
禁
止
す
べ
し
と
の
議
論
は
二
つ
の
根
嬢
か
ら
な
さ
れ
て
居
る
。

l:t 

地
方
に
於
げ
る
向
口
叩
の
配
給
は
定
住
的
地
方
小
賀
市
に
よ
り
十
分
合
理
的
に
行
は
れ
得
べ
し
と
す
る
向
業
政
策
的

見
地
、
二
は
小
資
庇
の
浸
落
地
方
極
構
の
窮
之
の
及
ぼ
す
枇
合
的
影
響
を
憂
へ
て
之
を
救
捕
併
せ
ん
と
す
る
枇
合
政

策
的
見
地
に
立
つ
も
の
よ
り
o

枇
A
M
H

政
策
的
見
地
よ
り
之
を
主
張
さ
る
う
河
律
博
士
は
次
の
如
〈
述
べ
て
居
ら
れ

る
。
『
大
都
合
に
於
け
る
百
貨
府
若
レ
〈
は
購
買
組
合
が
大
規
模
経
替
に
よ
る
利
便
を
以
て
交
通
機
関
の
竣
遣
に

采
じ
て
そ
の
爪
牙
を
小
都
舎
に
延
ば
す
暁
に
は
半
う
じ
て
存
積
す
る
小
貰
尚
人
は
之
に
封
抗
す
る
事
が
出
来
難
い

中小商工業者問題いづいて(終吉奇想論割、昭和七年十月批〉河津進氏1) 



か
ら
共
の
力
の
弱
き
色
の
か
ら
倒
れ

F
る
を
得
ま
い
が
、
国
家
と
し
て
は
之
を
傍
観
黙
視
す
る
事
を
得
な
い
か
ら

大
規
模
経
替
の
小
都
合
準
出
を
阻
止
す
る
方
策
を
講
守
る
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
方
策
を
講
す
る
事
が
世
合
政
策
上

必
要
の
こ
左
で
め
ら
う
』
『
地
方
に
出
張
販
寅
を
な
し
そ
の
地
方
の
小
貰
向
庖
を
迫
労
す
る
が
如
き
も
之
を
禁
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
の
小
都
舎
の
小
貢
向
庖
の
如
き
は
共
地
方
の
微
弱
な
る
購
買
力
を
目
的
と
し
て
麗
待

ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
都
合
同
の
百
貨
庄
が
之
に
挑
戦
す
る
如
、
さ
は
不
営
の
競
争
と
一
去
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
一
と
っ
私
は
布
の
所
説
に
は
必
子
し
も
賛
同
す
る
事
は
出
来
な
い
。
博
士
の
所
説
は
之
を
要
約
す
れ
ば
小
寅
府

の
力
法
微
弱
な
る
ド
故
に
強
き
色
の
冶
暦
遣
に
耐
え
得
，
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
岡
家
の
力
に
よ
り
こ
れ
が
}
援
助

ー
〉

4
1
戸川

K
M
白
与
、

-
P
1
4
f
-
W
2
4
J
1
2
住
之
a

4

2
3
1
A

叱

t
トゲ

1
日

μ
山
山
中
川
川

aEVEt-本
4
1

ず
、
ノ
}
二
、
、
-
戸
、
j

、，3

J
I
L
L
(
-
-
J
ぐ
山

rト
J

d

/内

弘、、ノ
E

h

E

戸、.、市
F

ト
i
h
r
1
p
r
、さ'もじ川

J

同
‘
、
ー
ョ
、
ノ
1え
き
-
k

h

汗
!
?
」
¥
い
な

T

ハ
し
相
在
校
止
J

1

J

E

T

U

羽
根

は
明
か
に
さ
れ
て
居
な
い
。
小
責
庖
の
微
力
に
し
て
劃
抗
し
得
な
い
と
云
ふ
事
は
何
等
小
寅
庖
援
助
百
貨
庖
抑
歴

の
根
嬢
と
は
な
り
得
な
い
。
我
等
の
見
地
に
於
て
は
問
題
は
小
責
庄
が
果
し
て
枇
合
的
に
介
即
的
機
能
を
稜
輝
し

つ-
h
あ
る
や
否
や
の
貼
に
あ
る
つ

成
程
現
宜
的
に
小
頁
庖
が
地
方
の
配
給
上
に
重
要
な
地
位
念
占
め
て
居
る
事
は
疑
ふ
飴
地
な
き
所
で
あ
る
。

然
し
こ
れ
が
果
し
て
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
亘
っ
て
然
り
や
と
云
へ
ば
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
今
呉
服
類
ぞ
の
他
一

ー般
季
節
目
叩
の
例
を
と
る
。
こ
れ
は
例
令
出
張
販
一
買
な
〈
と
も
業
務
の
繁
閑
に
憎
む
所
で
あ
一
る
。
蓋
し
勢
働
力
・
販

貰
場
所
・
投
下
資
本
よ
り
な
る
小
責
商
業
の
粧
管
係
数
百
乙
『
w
g
r
C
O
R
N一g
E戸

の
維
持
が
経
傍
上
の
必
須
要
件
な
り
と
せ
品
、
か
、
〉
る
種
類
の
専
門
底
の
如
き
は
決
し
て
有
利
な
地
位
に
あ
る
も

ハ-
O四

開

E
N
O
-
-
z
E
E
m
)
の
同
格

百
貨
底
出
張
販
費
存
捜
の
傑
件

第
四
十
巻

九

O
五

第
五
披

jL 
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百
貨
腐
肉
援
販
賓
存
績
の
傑
件

第
五
披

O 

第
凶
十
容

丸

O
六

の
で
は
な
く
小
責
分
野
の
分
業
上
か
ら
見
て
も
専
門
応
の
受
持
つ
べ
き
部
門
で
は
な
い
寧
ろ
百
貨
庄
の
如
き
平
生

業
務
繁
閑
調
節
機
能
全
備
へ
た
も
の
う
出
張
に
よ
り
充
買
す
べ
く
置
き
代
へ
ら
る
〉
は
営
然
と
云
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。

父
こ
れ
を
消
費
者
の
側
よ
り
見
て
も
先
に
色
述
べ
た
如
〈
必
要
な
時
期
に
百
貨
応
が
来
り
て
之
を
充
貫
す
べ
く
何

-2〉ド
ヨ
h
q
z
主
義
JF
よ
、
。

圭弓

U
1
η
a
i
r
t
d
μ
t
t
匝
副
司

7

t

現
質
的
機
能
の
本
質
的
機
能
へ
の
接
近
が
我
等
の
割
策
の
眼
目
な
わ

E
せ

d
.
場
質
的
に
そ
の
機
能
炉
格
ま
れ

て
加
FLVL」一ム

L
干
に
け
で
は
放
任

ω
松
蝶
じ
も
救
掛
mw
秘
蝶
に
も
な

h
待
な
い
。
問
題
は
合
埋
的
に
管
ま
れ
て
居

る
や
否
や
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
配
給
秩
序
の
分
業
上
ぞ
れ
に
本
質
的
に
属
す
る
と
考
へ
ら
る
〉
機
能
を
替
ん
で

居
る
や
否
や
の
勅
に
あ
る
。

二
枇
曾
政
策
論
者
の
我
等
と
立
場
を
異
に
す
る
事
は
先
に
色
一
一
言
し
に
所
で
あ
る
が
、
我
等
は
出
張
阪
貰
営
全

然
禁
止
せ
ゲ
れ
ば
小
責
底
は
浅
落
す
る
と
も
考
へ
な
い
。
私
の
主
張
の
如
く
或
一
定
の
制
限
の
も
と
に
之
を
許
容

す
る
に
於
て
は
、
小
責
底
の
全
面
的
混
落
は
之
を
救
ふ
事
が
出
来
る
と
共
に
、
寧
ろ
他
面
地
方
小
責
庖
の
刺
戟
剤

と
な
り
、
或
は
新
経
替
怯
新
販
寅
楠
の
教
授
者
と
な
り
、
地
方
小
貰
庖
の
更
生
地
方
文
化
の
向
上
を
刷
け
る
結
果

と
も
な
る
の
で
あ
る
。
我
等
は
非
合
理
的
な
小
責
居
を
救
ふ
た
め
に
多
数
の
合
理
的
な
も
の
〉
更
新
稜
展
の
契
機

を
失
は
し
む
る
如
き
は
岡
家
の
政
策
と
し
て
は
殿
に
慌
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
知
る
。
(
未
完
)

百貨腐の出張販賓と中小小費腐の問題{経聖書研究Bnifil九年二月就)
百貨J;!fの出張版買に射する地方の反響(絞瞥松問研究昭和九年六月就)

甜l稿
拙稿
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